
口唇裂術後の審美的な改善

口唇外鼻修正術：
・口唇裂には片側・両側、不完全型・完全型と様々なタイプがあり、完全型や両側の口唇裂

など初回の口唇裂手術のみで理想的な形態に修正することは困難な場合があります（特に
鼻の形態不良）。そのため、就学前（５歳頃）に鼻形態の修正や口唇の瘢痕の除去手術を
行う場合があります。

・また、鼻の低い患者においては14歳頃より耳の軟骨の一部を移植し、鼻尖を高くする手術
なども行っております（次ページ参照）。

・当診療部では修正手術の際、鼻周囲の切開線をなるべく小さくし、術後の瘢痕（傷あと）が
目立たない術式を取り入れております。

・小さな傷あと、変形であっても患者様にとって大きなコンプレックスになっていることが
ありますので、可能な限り修正を検討致します。

・過去に口唇裂手術を受け、治療終了後も審美的にお悩みの方やセカンドオピニオン希望の
方、治療に年齢制限はありません。修正可能であれば口唇や鼻の手術を行いますのでお気
軽にご相談ください。

口腔外科第一診療部 中山敦史

立体的に顔貌の改善を行うと同時に傷あとが目立たない術式を取り入れています。

赤唇の厚みの修正 口唇および鼻形態の修正
（初回手術は他施設で施
行）

上唇の陥凹の修正
（Abbe法）

片側口唇裂の修正

両側口唇裂の修正
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小さな変化⇒大きな自信を！

鼻形態の修正

＊耳珠軟骨移植術を併用

鼻形態の修正

いとうあおい

口唇および鼻形態の修正



鼻の形態修正⇒耳珠軟骨移植法

左右の軟骨を重ねて移植

耳珠の変形や傷あとは
ほとんど目立ちません。

耳珠の後縁に
約10mm皮膚切開

1㎠未満で軟骨を採取

軟骨の変形を防ぐ

耳珠軟骨
皮膚

術後６か
月

・手術侵襲の小さい術式で、耳の傷あとはほとんど目立ちません。
・鼻尖形態の修正や鼻の穴の形の修正に有効な治療法です。

（適応年齢：14歳以降）

＊低い鼻尖の改善や鼻孔形態の修正に有効な方法です。



鼻の形態修正⇒耳珠軟骨移植法

小さな変化⇒大きな自信を！

・手術侵襲の小さい術式で、耳の傷あとはほとんど目立ちません。
・鼻尖形態の修正や鼻の穴の形の修正に有効な治療法です。

（適応年齢：14歳以降）

・2～3泊の短期入院で治療可能です。
・治療のご相談は月・木・金（土）で事前予約が必要です。
・第一診療部 中山敦史が担当致します。
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